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「学び」イベントに行ってきました

〈行ってみよう！「学び」の場所へ〉
これからの主な「学び」イベント39件掲載！

第1回「まなびのめ」Live版レポ
名著への旅　『ロウソクの科学』(マイケル=ファラデー）

学術の世界と市民をつなぐ情報誌「まなびのめ」第9号　／　発行日　2010年7月5日
企画・編集　笹氣出版印刷株式会社「まなびのめ」編集部　／　発行　笹氣出版印刷株式会社

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号　 Tel  022-288-5555　 Fax  022-288-5551
E-mail:  manabinome@sasappa.co.jp　　Web版:  http://www.manabinome.com　　　　　　　　

応募先 / 
問い合わせ先

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町8番45号
笹氣出版印刷株式会社内「まなびのめ」編集部

TEL 022-288-5555
FAX 022-288-5551

manabinome@sasappa.co.jp
（FAXは24時間受付　電話受付時間10：00～16：00 土・日・祝日除く）

野家　啓一 先生
東北大学大学院　文学研究科文学部教授　科学哲学

おじゃまします
学びの庭に

文系・理系の垣根を越えて学び続けるために

渡辺　義嗣 先生
東北薬科大学　哲学教室教授　哲学

科学技術を「専門家任せ」にしない豊かな生き方を

「まなびのめ」編集部　　只野俊裕　佐藤曜　川又進　笹氣義幸　遠藤洋子　小玉仁志　菅野保広　芳賀晃平
　　　　　　　　　　　　伊藤秀平　齋藤麻実　菅野耕平　　　　オブザーバー：寺田征也(東北大学大学院)

￥0FREE ご自由にお持ち帰り下さい。

はがき、FAX、Ｅ-mailのいずれかで、

【応募締切】2010年8月31日　当日消印有効

懸賞懸賞

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。ご注意下さい。

クイズ応募方法クイズ応募方法

正解者の中から抽選で3名様に図書カード1000円分をプレゼント

①住所②氏名③年齢④職業⑤電話番号⑥クイズの答え2つ
⑦内容についての感想を添えて編集部（下記参照）までご応募下さい。
お寄せ頂いたご感想は匿名にて紙版・Web版に掲載させて頂くことがございます。

9
季　刊　誌

科学の哲学

第　　　号

協力：株式会社市瀬　有限会社阿部正志製本

図書カード
懸賞付

クイズあります

クイズの正解は締切後、Web版に掲載します。

2010年10月5日発行予定
おじゃまします
学びの庭に 　「スポーツと暮らす」次 号

テーマ   ：

「気」になる「氣」・・・当社は言葉を組版する職業として、漢字の本来の成り立ちである「本字」を大切にしたいという
思いがあり、社名に使われる本字の「氣」を使用することでその思いを表しています。

Web版は随時更新中！

http://www.manabinome.com
まなびのめ│ 検索

この印刷物はグリーン基準に適合した印刷資材を使用して、グリーンプリンティング認定工
場が印刷した環境配慮商品です。
用紙は適切に育まれた森から生まれたFSC認証紙を使用し、インキは環境にやさしい植物
油インキを使用しています。

P-B10004

※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント
案内、連絡及び発送に限り利用させていただきます。

第10回 名著への旅

　これはロンドンの王立研究所の教授であったファラデーが
70 歳の年（1861年）、少年少女たちに対し全 6回にわたって
語られ演じられた公開講演の記録である。記録者はクルックス
管を発明した物理学者、ウィリアム=クルックスである。
　電磁誘導の発見、電氣分解の法則、ベンゼンの発見など、科
学史に偉大な足跡を残したファラデー。彼の科学的探究心の
エッセンスが、この 1 本のロウソクの燃焼に凝縮されてい
る。他にも実に様々な実験が実演されており、遂には「すべて
の造化」に対する法則にまで高められていく。
　ロウソクが燃えるという現象が、どれほど多くの驚異と科学
的興味に満ちていることか。こういう記録を読むと、科学者とは
自然や物質、現象の持つ不思議に、素直な心で驚いていることが
よく判り、その姿に思わず知らずありがたさが込みあげてくる。
　三石氏の翻訳も端正な日本語に仕上げられ、この大科学者の人
物像を味わうのに一役買って余りあることを付言しておこう。

（曜）

『ロウソクの科学』
  マイケル=ファラデー
  三石　巌 訳
  角川文庫

（1962年10月20日　初版発行）

「学び」イベント情報 募集中!!
「まなびのめ」では
「学び」イベント情報を募集しております。

学術研究者・機関（大学・文化施設等）から市民に向けた
研究成果の発信である講座・セミナー等です。
「これも『学び』イベントになるのかな？」と疑問に感じたら
お氣軽に「まなびのめ」編集部にお問合せください。
応募はWebからも簡単に行うことができます。

※当誌の趣旨に合わないと判断したものは掲載を見合わせるこ
とがございますので、あらかじめご了承下さい。

「まなびのめ」で扱う「学び」イベントとは…

掲載料は無料です。
情報提供をお待ちしております。

右記のQRコードから
アクセス下さい。

mobile版には新イベント情報が
随時更新中 これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

　ここに掲載する情報は、各研究・教育機関や施設が公開している情報
を基に掲載していますので、当社の責任で開催を保証するものではあり
ません。日時、内容に変更がある可能性がありますので、詳しくは各問
合先へご確認下さい。
　有料・要申込の場合の料金や申込方法など詳細は Web 版に掲載し
ております。ぜひご覧下さい。

定期
開催

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

毎週土曜日トワイライトサロン 「MA ☆（マスター）
土佐誠の宇宙が身近になる話 」
講　師　土佐　誠（仙台市天文台長）

仙台市天文台　オープンスペース　他

17:00

▲

17:45

Tel 022-391-1300仙台市天文台

http://www.sendai-astro.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

ヨーロッパ文化研究所公開講演会「初期キリ
スト教のアイデンティティとローマ帝国」
講　師　松本　宣郎（宮城学院学院長・東北大学名誉教授）

東北学院大学土樋キャンパス 5 号館 2 階 522 教室

7月10日(土)
15:30

▲

17:00

Tel 022-264-6379東北学院大学ヨーロッパ文化研究所

http://www.tohoku-gakuin.ac.jp/examination/eb056.shtml

場　所

主催者

URL

問合先

学都「仙台・宮城」
サイエンス・デイ 2010
講　師　西澤　潤一（首都大学東京名誉学長）他

東北大学川内北キャンパス講義棟

7月11日(日)
10:00

▲

17:00

Tel 022-721-2035特定非営利活動法人 natural science

http://www.science-day.com/

場　所

主催者

URL

問合先

東北大学東北アジア研究センター公開講
演会「縄文の世界から近世アイヌの文化」
講　師　大島　直行（伊達市噴火湾文化研究所所長）他

東北大学金属材料研究所　2 号館講堂

 7月17日(土)
13:15

▲

16:15

Tel 022-795-6009東北大学東北アジア研究センター・伊達市噴火湾文化研究所

http://www.cneas.tohoku.ac.jp/news/news41.html

場　所

主催者

URL

問合先

 7月17日(土)館長講座「古代みやぎの神社―式内社の
位置とその意味」( 第 1 回 )
講　師　真山　悟（東北歴史博物館副館長）

東北歴史博物館　3 階講堂

13:30

▲

15:00

Tel 022-368-0106東北歴史博物館

第 2 回：8/21　第 3 回：9/18

場　所

主催者

備　考

問合先

 7月17日(土)第 4 回トラサポ異文化カフェ　「英語で海外
文化を学ぼう〜ワンコイン英会話サロン〜」
講　師　クセニア（ロシア出身、東北大学大学院生 ) 他

ジェルブ定禅寺 15 名

14:00

▲

15:30

Tel 080-6005-9700リリーズ・トランサポート

第 5 回：8/8　第 6 回：9/25

場　所

主催者

備　考

問合先

 7月17日(土)サテライトキャンパス公開講座
「漆のアート＆デザイン」

講　師　土岐　謙次（宮城大学事業構想学部）

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 70 名

17:00

▲

18:30

Tel 022-377-8414学都仙台コンソーシアム・宮城大学

http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

『仙台・江戸学』第 4 期　「仙台藩の和算」

講　師　佐藤　賢一（電気通信大学准教授）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

 7月20日(火) 
13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』実行委員会

http://www.okos.co.jp/oosaki/edogaku/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

東北大学サイエンスカフェ　第 61 回 ：マグマ
の動きを探知する〜火山噴火予知の最前線〜
講　師　西村　太志（東北大学大学院理学研究科准教授）

せんだいメディアテーク 1 階オープンスクエア

 7月23日(金) 
18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学

http://cafe.tohoku.ac.jp/event/no61/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

9
SEP 9月  4日(土)市民公開シンポジム「植物とともに活きる―有用

成分から眺めた植物の魅力とバイオテクノロジー」
講　師　渡辺　正夫（東北大学大学院生命科学研究科教授）他

東京エレクトロンホール宮城　大会議室

13:30

▲

17:00

Tel 022-795-7270植物細胞分子生物学会

http://www.jspcmb.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

「多賀城と大宰府」シンポジウム

講　師　佐藤　信（東京大学大学院人文社会系研究科教授）他

東北歴史博物館講堂 300 名

9月  5日(日) 
13:00

▲

17:00

Tel 022-368-0101東北歴史博物館

http://www.thm.pref.miyagi.jp/topics/tagajo50_tira.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

9月11日（土）公開シンポジウム「東北地方における恙
虫病の変遷と今後の課題」
講　師　高田　伸弘（福井大学シニアフェロー）

宮城教育大学 2 号館 210 教室 100 名

13:00

▲

14:00

Tel 022-245-1261日本ダニ学会

http://acari.ac.affrc.go.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

みやぎ県民大学「環境と健康〜 21 世紀
の健康学」（全 3 回）
講　師　東北生活文化大学家政学科教員

東北生活文化大学　実験棟 2 階講義室 1 18歳以上の県民40名

9月11日（土）〜
13:30

▲

16:30

Tel 022-272-7513宮城県教育委員会

募集期間：7/15（木）〜 8/27（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

講座「水に関わる環境と防災」（全 5 回）

講　師　河野　幸夫 ( 東北学院大学工学部教授 ) 他

東北学院大学多賀城キャンパス 1 号館 3 階　第 2 会議室

9月15日(水)〜
18:00

▲

19:30

Tel 022-368-1337　東北学院大学環境防災工学研究所・多賀城市教育委員会

高校生以上 50 名

場　所

主催者

定　員

問合先

『仙台・江戸学』第 4 期　「仙台藩の刀工」

講　師　茂木　裕樹（塩竈神社博物館学芸員）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

9月16日(木)
13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』実行委員会

http://www.okos.co.jp/oosaki/edogaku/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

9月18日(土) 東北大学植物園公開市民講座スコラボタニカ
2010「ウメ、モモ、サクラの植物文化史」
講　師　大場　秀章（東京大学名誉教授）

東北大学植物園講義室 80 名

13:30

▲

15:00

Tel 022-795-6760東北大学植物園

http://www.biology.tohoku.ac.jp/garden/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

多賀城跡調査 50 周年記念フォーラム
「多賀城とその時代（仮）」

講　師　熊谷　公男（東北学院大学文学部歴史学科教授）他

多賀城市文化センター　大ホール 1,120 名

9月23日(木) 
13:00

▲

16:00

Tel 022-368-0102宮城県多賀城跡調査研究所

http://www.thm.pref.miyagi.jp/topics/tagajo50_tira.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

東北大学サイエンスカフェ　第 63 回 ：
超音波で体の中を切らずに見る
講　師　金井　浩（東北大学大学院工学研究科／医工学研究科教授）

せんだいメディアテーク　1 階オープンスクエア

9月24日(金)
18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学

http://cafe.tohoku.ac.jp/event/no63/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

みやぎ県民大学
「最近の非行について考える」（全 3 回）

講　師　川端　壮康（尚絅学院大学人間心理学科講師）

尚絅学院大学生涯学習センター 18 歳以上の県民 60 名

9月29日（水）〜
13:00

▲

15:00

Tel 022-381-3315宮城県教育委員会

募集期間：9/1( 水 ) 〜 9/28( 火 )

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員



おじゃまします
学びの庭に

「『科学』も『哲学』も難しそう」なのに、今回のテーマは「科学の哲学」。
現代のくらしに「科学 ･ 技術」は不可欠だし、「科学的に考える」ことも、当然のように必要。難しいと避け
ては通れません。私たち市民にもわかりやすく話していただけそうな先生を探して、東北大学・野家啓一先生
を訪ねました。ご専門はズバリ「科学哲学」。「難しそう」と敬遠せずにまずは素直な心で学んでみましょう。

文系・理系の垣根を越えて学び続けるために
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、⑦内容
についての感想を添えて編集部までご応募下さい。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法 【応募締切】2010年8月31日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.1　科学について考える三つの学問分野とは？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。渡辺義嗣先生の記事もご覧下さい。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。渡辺義嗣先生の記事もご覧下さい。

科学について考える三つの学問分野

　「科学的なものの見方」とか「科学的な考え方」とはどのよ

うなものでしょうか。このように「科学的であること」の意味

について考える学問が、私の専門である科学哲学です。

　私たち現代人は合理的にものを考えますし、ものごとに実証

的な裏付けを求めます。この二つが、科学を成り立たせている

柱といえます。「合理的である」ことの核にあるのは、論理的

な推論です。これは古代ギリシャに端を発していて、ユークリッ

ドの幾何学やアリストテレスの論理学が出発点になっていま

す。もう一つの「実証的な裏付け」は、アラビアの錬金術や医

学に由来しています。成功はしませんでしたが、鉄や銅から金

を作ろうとして、実際にああでもないこうでもないと実験を試

みたのです。錬金術を英語ではアルケミーと言いますが、これ

はアラビア語に由来しています。この「アル（al）」は英語の「the」

にあたる定冠詞で、科学用語にはアルコール、アルカリ、アル

ゴリズム、アルジェブラなどアルで始まる言葉が多いのですが、

これらは皆アラビア語を語源としています。

　ギリシャから来た合理性と、アラビアから来た実験技術を基

礎にした実証性がヨーロッパで合流して、近代科学が成立しま

した。宗教や迷信が否定されたわけです。しかし現代でも盛ん

に星占いや初詣が行われているのを見れば分かる通り、私たち

は迷信から完全に自由になったわけではありません。人間は近

代化、合理化、科学化だけでは割り切れない存在ですし、もし

割り切れてしまったら、人生は面白くなくなってしまうでしょ

う（笑）。

　科学哲学では、科学の理論構造や理論転換の要因、科学の方

法論などについても考察します。科学理論はどのようなプロセ

スを経て形成されるのか、ニュートン力学からアインシュタイ

ンの相対論へと理論が大きく転換したとき、それはどのような

要因で起こったのか、などの問題を扱う学問分野です。

　より広い意味で「科学について考える」場合には、科学論（サ

イエンス・スタディーズ）という言葉が使われます。科学史、

科学哲学、科学社会学という三つの学問分野によるアプローチ

がありますが、科学史とはその名の通り科学の歴史です。たと

えば、コペルニクスの地動説がどのようにガリレオに引き継が

れ、さらにケプラーによる楕円軌道の法則に結びついたのか、

あるいはニュートンはいかにして万有引力の法則を発見したの

か、といった歴史的な展開を研究します。

　科学社会学は、科学と社会のかかわり合いを解明する学問で

す。比較的新しい研究分野で、現在では STS（科学技術社会論）

という略称がよく使われます。科学者のエートス（社会の中で

の行動パターン）や、科学理論がどのように社会に受け入れら

れて行くのか、科学理論によって生み出された成果が技術的に

応用されて社会にどのような影響を及ぼすのか、といった問題

が研究の対象です。

科学というモンスターをコントロールするには

　科学の進歩について、市民の皆さんは期待と不安の両方をお

持ちではないでしょうか。先端的な医療技術や遺伝子組み換え

技術などが大きく発展する一方、実際の治療現場や食品生産へ

の応用については議論が続いています。新しい科学技術には、

メリットとともに必ず社会的リスクが伴います。しかも、かつ

ては実験室で開発された技術が市場に出回るまで時間がかかり

ましたが、今ではすぐに実用化されたり商品化され、ゆっくり

議論する余裕がありません。

　20世紀の初めまでは、科学者個人の好奇心や探究心が、科

学の進歩の原動力でした。アインシュタインやキュリー夫人の

時代です。しかし 20世紀半ばからは軍事や産業と結びついた

プロジェクト達成型の研究が主流になり、科学者の組織化や実

験装置の大型化が進みました。大規模化と高度化によって、科

学は市民（素人）にとって理解が難しいものになっています。

　この問題は、「人類の進歩と調和」をテーマに掲げて 1970

年に大阪で万国博覧会が開催された頃までは、市民の意識に上

ることはほとんどありませんでした。しかし実は、その時点で

も公害問題やエネルギー問題が起こっていたのです。その後も

産業技術、医療技術の進歩で、私たちの暮らしはさらに快適で

便利なものになりました。しかし、環境問題を挙げるまでもな

く、いまや「適性規模の快適さ」や「等身大の便利さ」につい

て考えるべき時代になっています。

　市民は、科学について考えることを専門家だけに任せること

はできません。科学技術が政治・経済と密接に結びついている

現代では、市民が自分たちの責任で科学をコントロールしなけ

ればならない時代に入っています。また、専門分野が細分化さ

れすぎて、科学者も全体を把握できなくなっているという問題

もあります。科学について考え、発言するためには知識が必要

です。読み書き能力のことをリテラシーと言いますが、市民に

は今「科学リテラシー」が求められています。

　もちろん科学者の方も、社会の中で研究をしている以上、社

会が何を求めているのかを知らなければなりません。社会制度

や文化的背景を学び「社会文化リテラシー」を身につける必要

がありますし、市民に対する説明責任もあります。市民と科学

者の間のコミュニケーションがうまく機能することでしか、科学

というモンスターを適切にコントロールすることはできません。

　哲学の本質は、哲学の歴史や哲学者の思想内容について学ぶ

ことではありません。ものごとを根本から、またいろいろな角

度から考えることが哲学です。科学を「哲学する」ことは誰に

でも可能ですし、むしろ現代は、それが必要とされている時代

だと言うことができます。

大学を活用して学び続けていただきたい

　私が科学に関心を持ったのは中学時代です。ジョージ・ガモ

フという物理学者が青少年向けに書いた『1,2,3…無限大』と

いう本がたいへん面白くて、高校にかけてガモフの全集を読み

ました。その影響から「宇宙の果て」や「時間の始まり」につ

いて学ぼうと大学は物理学科を選んだのですが、実際の物理学

では手足を動かして実験することが重要な部分を占めていま

す。そこではじめて「自分がやりたかったのは哲学だった」と

氣づかされ、大学院では専攻を哲学に変えました。

　自然科学と違って、哲学でははっきりと結論が出て終るとい

うことはありません。論文を書いた後でも、「本当にこれで良

かったのか」「他の考え方もあるのでは」と考え込んでしまい

ます。また、それが哲学の魅力だと言うこともできるでしょう。

　日本の教育では、高校で早々に文系と理系が分かれてしまい

ます。しかし、今日では人文・社会科学も自然科学の知識なし

には成り立ちませんし、先ほど述べたように、自然科学の研究

者にも人文・社会系の知識が必要です。東北大学では昨年度か

ら、文科系の学生を対象にした「自然科学総合実験」という授

業を始めました。自分で実際に実験をしながら科学の本質を学

んでもらおうという内容で、今年は 70〜 80人が履修してい

る人氣科目です。

　また、日本では 18歳で大学に入学して 4年で卒業するのが

標準とされていますが、米国では社会人を経験してから入学す

ることが普通に行われています。最近では日本でも多くの社会

人が大学や大学院で学ぶようになり、かつてに比べ、市民が学

び続ける環境は整ってきました。

　大学も、公開講座や出前授業の開催などに積極的です。東北

大学では自然科学系の「サイエンス・カフェ」に加え、昨年か

らは人文・社会科学系の「リベラルアーツ・サロン」を始めま

した。いずれも研究者の話を一方的に聞くだけでなく、いくつ

かのテーブルに分かれて座った市民の方々に大学院生が加わっ

て討論する双方向のスタイルをとっています。また、私は現在

大学の附属図書館長を務めていますが、ご登録いただければ閲

覧はもちろん、資料の貸し出しも可能なことをご存じでしょう

か。お仕事を退かれた方や、子育てを終えられた方々に、もっ

と大学を活用していただきたいと思います。きっと、人生を豊

かにするきっかけになるはずです。

　私たちは学ぶことで、使うことのできるボキャブラリー（語

彙）が増え、より深く考えたり、一面的でないさまざまな角度

から考えたりすることができるようになります。ご自分の興味

のあることから学び始めれば勉強は面白いものですし、効果も

上がるはずです。ご自身に合った入り口を、ぜひ見つけていた

だきたいと思っています。

（取材＝ 2010 年 5月 11 日／東北大学附属図書館・館長室にて）

東北大学大学院文学研究科・文学部教授　科学哲学

野家　啓一 先生
《プロフィール》
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学院科学史・科学基礎論博士課程中退。理学修士。南山大学専任講師、プリンストン大
学客員研究員などを経て、1991年より現職。2008年より東北大学理事、附属図書
館長。専攻は科学哲学。



おじゃまします
学びの庭に

「科学の哲学」お二人目は、理系の薬科大学で「哲学」を教えている先生がいる、と聞きつけ、
東北薬科大学・渡辺義嗣先生に取材依頼。
なかなかご多用な中、「取材時間をとるのが容易ではない」ということで、今回は先生ご自身が
記事を書き下ろして下さいました。私たち市民への強いメッセージが感じられます。

科学技術を「専門家任せ」にしない豊かな生き方を
はがき、FAX、E-mailのいずれかで、①住所、②氏名、③年齢、④職業、⑤電話番号、⑥クイズの答え2つ、⑦内容
についての感想を添えて編集部までご応募下さい。
※当選の発表は発送をもって代えさせていただきます。
※応募いただいたお客様の個人情報は弊社主催のイベント案内、連絡及び発送に限り利用させていただきます。

応募
方法 【応募締切】2010年8月31日　当日消印有効

懸賞懸賞
クイズ

Q.2　科学技術の影響を最も深刻に受けるのは誰？

正解者の中から抽選で3名様に
図書カード1000円分をプレゼント

図書カードを当てよう！

※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。野家啓一先生の記事もご覧下さい。※応募にはQ1とQ2両方の答えが必要です。野家啓一先生の記事もご覧下さい。

現代社会にあらわれる科学技術の負の側面

　皆さんが日頃実感しているように、現代社会は科学技術と非

常に深く関係しています。私たちは科学技術を利用し、利便性

や効率性を追求して豊かな社会の実現を求めてきました。政府

も予算に配慮し、産学協同研究を推進してきました。その結果、

科学は技術との結びつきを強め、先端技術の応用にますます拍

車がかかっています。

　しかし、科学技術の発達には負の側面もあります。周知のよ

うに以前では公害、薬害など、近年では遺伝子組換え食品、地

球環境問題などがあります。これらは自分とは関係のない特定

地域でのことといって済ませられない社会や地球全体の問題で

すね。技術やその産物は、後になって広範囲にしかも不可逆的

な危害を及ぼすことがわかることも多く、私たちはどこに危険

が潜んでいるかわからないものに囲まれた「リスク社会」に生

きています。最近の金融危機もそうした例です。しかも厄介な

ことに、こうしたリスクの原因は科学技術の恩恵を受けている

一般市民のライフスタイルにもあり、私たちは被害者というだ

けでなく、いつのまにか加害者の立場にも立っています。

　科学技術がもたらす負の側面にはどう対応すればよいので

しょうか。常識的には、科学技術者にさまざまな政策策定の判

断を任せればよい、と考えられます。彼らはその分野の専門家

だからです。しかし、一般に、専門家はもっぱら技術的な観点

からリスクを制御しようとする傾向がありますし、とりわけ先

端的な問題の場合には専門家同士でも意見が一致しないことが

あります。また、専門家も行政担当者も現場や具体的状況を知

らないことが多い、という事実も指摘されています。そこで、

こうした科学技術の社会的制御にかかわるような大きな問題に

は、哲学や倫理学に限らず、法学や社会学などさまざまな学問

が学際的にかかわらざるをえなくなります。

市民目線での積極的参加を

　政財官の癒着や情報非公開による負の側面が露わになるたび

に、市民は科学技術の専門家、さらには官僚や政治家たちに対

して不信感を抱きます。政策策定に専門家の判断が必要だとし

ても、科学技術が本当に国民のためになっているのか疑わしい

からです。そこで市民の側は、問題解決を専門家に任せてよい

のか、科学技術をどう捉えればよいのか、それを組み込んだ高

度産業社会の発達を望むべきなのか、などの疑問を発します。

　こうした問題提起は、科学技術に無知な人たちの感情的な反

発と捉えられがちですが、実は、何のための科学技術なのか、

を問う重要なものです。つまり、公共の観点から科学技術を検

討することを求めているのです。科学技術が加速度的に発達し

確定的なことを言いがたい状況では、重大な問題が起こった場

合に、従来のように因果関係をきちんと確定してから発言しよ

うとする厳格かつ慎重な立場では、リスクの拡大に対して後手

に回ってしまいます。そこで、科学技術にはこれまでと異なる

社会的役割が期待され、科学技術者にも社会への影響に対する責

任が問われることになり、放任から規制への動きが出てきます。

　これに対し、科学技術者の側は、ガイドラインをつくって科

学技術をコントロールしようとしてきました。また、非専門家

をメンバーに含む倫理委員会を設け、その審査を通らなければ

研究に着手できない体制にすることで、限定的ですが、専門家

による支配を外部から監視・制御するようにしています。しか

し、こうした規制は学会などによる自主規制であり、違反して

も制裁措置がないので、実効性に疑問符がつきます。科学技術

者の倫理観に期待するだけで不十分ならば、外部からの強制力

を持つ法が必要になります。例えば、遺伝関連ビジネスに関し

ては、日本にはまだありませんが諸外国にはそれを規制する法

があります。

　専門家の権威を信頼してすべてを任せきるのが危険な状況

では、市民が科学の公共性を問う場に当事者意識をもって積

極的に参加することが重要になります。なぜなら、先端医療

技術、遺伝子関連技術、原子力関連技術などは、健康や生命、

さらには環境に重大な影響を与えますが、最も深刻な影響を

受けるのは私たち一般市民だからです。とすれば、人間のあ

り方や存続にかかわる倫理問題に専門家と行政担当者が対処

するだけで十分なのか、と問うのは当然のことです。皆さん

の中には、一般人は科学的・技術的知識がないので発言権が

ないと思う人がいるかもしれませんが、氣にする必要はない

のです。専門家といっても自分の専門以外は素人同然なのです

から、専門家とは異なる関心や価値観をもつ者として、彼らが

氣づかない視点を提示することが重要なのです。この点では、

子供を産み育てる中で危険に敏感な女性の方が生活の実感に基

づいて活発な活動をしているようです。ホームページや NPO

を立ち上げて、同じ問題を抱える人たち同士で助け合ったり質

の高い情報を発信したりして、心強い限りですね。

　そもそも、社会が科学技術に対してどういうスタンスで臨むか

は、専門家や官僚が自分たちの都合で一方的に決める問題では

ないはずです。これからは一般市民と（ややもすると市民生活か

ら遊離しがちな）科学技術の専門家や行政担当者とが科学技術の

公共性について話し合い、合意形成に向けて協働していくべきで

しょう。こうした国民による公共政策への意見の反映や策定過程

への参加という方策は、生命倫理学の教えでもあるのです。

「健康」の捉え方も自らが決める

　現代人にとって重要な関心事である健康の問題も科学技術の

発達と無関係ではありません。現在では健康情報があふれ、か

えってそれに振り回されているようにも見えます。なぜそうな

るのでしょうか。「健康は重要」といいながら、私たちには自

分の健康観といえるほどのものはないようです。あるとしても、

社会の側、つまりマスコミや雑誌、さらには医学・医療界、医

療関連産業、健康産業などからの情報の影響をかなり受けてい

ます。また、あまり意識されませんが、これらの情報は、国が

与える政策の推移と無関係ではありません。健康は個人の問題

ですが、実は社会の問題でもあるのです。

　明治時代以来、国は近代産業社会を進展させるために、健康

な労働者を多数必要とし、そのための政策を打ってきました。

1950 年代からは、国民健康保険法の成立、成人病予防、早期

発見・早期治療、70年代以降は、健康の保持・増進、国民健

康づくり対策、生活習慣の改善と続き、2000 年に入ってから

は、国民健康づくり運動「健康日本 21」などがテーマでした。

健康の追求は、病氣の克服や衛生環境の改善から予防の観点に

よる生活習慣の規制にまで進み、さらには生活全般の管理化へ

と拡大しかねない状況です。

　こうした動向の背後にはどのような健康観があるのでしょう

か。それはWHO（世界保健機関）の「健康とは身体的、精神

的、社会的に完全に良好な状態であり、単に病氣や障害がない

ということではない」という定義によく現れています。これは、

正常とされる健康を得るためには、異常とされる病氣や障害を

取り除くだけでなく、さらにより良好な状態を目指す必要があ

る、と読めます。常識的におかしくは見えませんが、正常およ

び異常は価値判断ですから、つまり正常や異常とされるものが

物体のように存在しているのではなく、ある状態や状況をそう

名づけているだけのことですから、誰がどういう基準で判断す

るのかが問題になります。しかし、そこがあいまいなまま、「正

常は異常でないこと」とし、正常を得るために異常なものをひ

たすら排除していく方向が目指されてきました。

　こうして国は、国民に健康を意識した新たな行動を促し続け、

産業化された医学・医療は新しい知識や検査技術を用いて新た

な異常を病氣と認定し、その撲滅に向かい続けています。最近

では、病氣予防どころか老化防止や能力増強までもが、遺伝子

検査や遺伝子治療との関連で語られ始めています。健康の水準

が際限なく高く再設定されていくような状況では、国民はどこ

まで健康を求めればよいのかわからず不安になります。

　不安から逃れるにはどうすればよいのでしょうか。一つには

健康という価値をどう捉えるかです。健康はそれ自体が目的な

のか、それとも人生上の他の価値を実現するための手段なのか。

健康長寿に意味を見出す生き方もありますが、健康や命を犠牲

にしてもやり遂げたいことをするという生き方もあります。と

すれば、病氣や障害があっても、価値実現に支障がなければ全

体として健康といえます。まずは健康問題を人任せにせず、自

分の人生との関係で健康の基準を決めてみてはどうでしょうか。

　常識とされることを疑ってみるというのが哲学に限らず、学

問の出発点であり楽しみでもあります。人文社会系の学問には、

自然科学系の学問を批判する機能があるので、理系のテーマと

思われるものについても人文社会系から、あるいは学際的にア

プローチしたものに目を向けていただければ、大学の教員とし

てはうれしいですね。
（撮影＝ 2010 年 6月 9日／東北薬科大学哲学教室にて）

東北薬科大学哲学教室教授　哲学

渡辺　義嗣 先生
《プロフィール》
（わたなべ・よしつぐ）大阪大学文学研究科修了。岩手医科大学を経て1990年より現職。



　経験と告知を重ねて力をつけたら独自のイベントを主催しよ
う！ ── これが「まなびのめ」スタート時からの念願でした。
討議・準備を重ねることおよそ 1 年。この春待望の第 1 回「ま
なびのめ」Live 版を開催することが出来ました。既に 2 年あ
まりご愛顧を頂いている紙版・Web 版に、今回の Live 版を加
えることによって、「まなびのめ」はまさに三位一体となりま
した。紙上報告として、当日の様子の一端をご紹介いたします。
　今回第 1 回目は東北大学大学院医工学研究科で MEMS（メ
ムス＝微小電氣機械システム）関係の技術を研究する医工学博
士　芳賀洋一先生を講師に迎え「MEMS って何？—デジカメ・
携帯電話・医療機器……なんでも小さく高機能になる理由」を
開催しました。
　普段は足を踏み入れる機会のないマイクロマシニング棟で最
先端の電子顕微鏡などを見学し、芳賀先生の研究室の見学を終
えて、後半は先生の講義というスケジュールでした。

　芳賀先生のご専門は MEMS の中でも医療関係が中心ですが、
私たち素人にも分かり易い様、話題は携帯電話からスタート。
　MEMS で有名なのは、動きを計測する加速度センサー。最
近よく聞く言葉ですが、ゲーム機や携帯電話に組み込まれてい
て、室内ゴルフやピンボールを可能にするあれです。使ったこ
とのある方はその精度に驚いたこともあるかと思います。
　そんな精密部品が安く大量に作れてしまうのも MEMS だか
ら。先生はカットケーキに例えていました。ショートケーキを
1 つずつ作るよりも、大きく作ってそれを切り分ければ、手間
もかからず沢山作れる、という話は大いに納得です。
　ご専門の医療に関係した話では講座中には多くの道具が回覧
され、みなさんに実際手にとってご覧いただきました。
　芳賀先生の熱演に参加者の方々も引き込まれ、質疑応答も含
めると予定時間を 20 分近くオーバーするほどの大盛会のうち
に終了することが出来ました。
　閉会後に書いて頂いたアンケートには、「内視鏡を切り口に
広い世界を案内していただき感謝！」「最先端の研究に近い位
置から触れられ、良かった」あるいは、「今回のようなイベン
トを継続的に行って下さい」といった声が寄せられ、皆さんの

「学び」に対するひたむきな想いを改めて実感致しました。
☆「まなびのめ」Web 版で詳細を楽しむことができます。
　　（http://www.manabinome.com/）

これからの主な

「学び」イベント このマークはイベント参加について
の有料・無料または事前申込の有無
について記しています。

有料 無料 要申込 申込不要

右記のQRコードから
アクセス下さい。

mobile版には新イベント情報が
随時更新中

7
JUL

8
AUG

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

市民公開講座 No.207 「映画論入門」

講　師　高橋　哲徳（東北工業大学共通教育センター人間科学部准教授）

東北工業大学一番町ロビー 4 階ホール 60 名

 7月23日(金)
18:30

▲

20:00

Tel 022-723-0538東北工業大学

http://www.tohtech.ac.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

魚類の生活を観察して川の環境を考えて
みよう
講　師　棟方　有宗（宮城教育大学）

宮城教育大学、広瀬川 小学 5・6 年生 10 名

 7月24日(土) 
10:00

▲

17:00

宮城教育大学

http://fish.miyakyo-u.ac.jp/event.html

場　所

主催者

講座仙台学 2010　「近未来の光、テラヘルツ光・深紫
外光の魅力―くらしを変える新しい光と応用の広がり―」
講　師　平山　秀樹（理化学研究所チームリーダー）

仙台市民会館　第 5 会議室 50 名

7月24日(土) 
13:00

▲

14:30

Tel 022-228-2111学都仙台コンソーシアム・理化学研究所

http://www.gakuto-sendai.jp/

場　所

主催者

URL

問合先

7月24日(土) 市民公開講座「生体防御の働きを利用し
た感染症の予防」
講　師　渡辺　彰（東北大学加齢医学研究所教授）他

仙台市戦災復興記念館　記念ホール

13:00

▲

15:00

Tel 022-717-7949第 21 回日本生体防御学会学術総会

http://plaza.umin.ac.jp/~jshdr/

場　所

主催者

URL

問合先

実験教室「オドロキ化学反応！媒染液を
使って染色実験」A コース
講　師　相馬　知彦（宮城第一高等学校教諭）

東北電力グリーンプラザ　コミュニティールーム 小学校 4 〜 6 年生 25 名

7月24日(土) 
13:00

▲

15:00

Tel 022-225-2969東北電力グリーンプラザ

同内容の B コース：7/25 開催

場　所

主催者

備　考

問合先

サテライトキャンパス公開講座
「環境とエネルギーの安全科学」

講　師　久保　百司（東北大学大学院工学研究科教授）他

仙台市市民活動サポートセンター　6 階セミナーホール 80 名

7月24日(土) 
13:00

▲

16:30

Tel 022-795-3925学都仙台コンソーシアム・東北大学

http://www.gakuto-sendai.jp/for_w/satellite_course/open_lec.html

場　所

主催者

URL

問合先

みやぎ県民大学「地球にやさしいエネルギーと
エコ材料〜太陽電池から水素まで〜」（全 4 回）
講　師　松岡　隆志（東北大学金属材料研究所教授）

東北大学金属材料研究所　視聴覚室 18歳以上の宮城県民50名

7月27日（火）〜
18:00

▲

19:30

Tel 022-215-2181宮城県教育委員会

募集期間：〜 7/23( 金）

場　所

主催者

備　考

問合先

企画展関連講座「仙台の戦争遺跡」

講　師　佐藤　雅也（仙台市歴史民俗資料館学芸室長）

仙台市歴史民俗資料館

7月30日(金) 

Tel 022-295-3956仙台市歴史民俗資料館

(1) 11：00 〜 12：00　(2) 13：30 〜 14：30　(3) 15：00 〜 16：00

場　所

主催者

備　考

問合先

東北大学リベラルアーツサロン第６回「地域に
おける NPO とソーシャル・キャピタルの意義」
講　師　西出　優子（東北大学大学院経済学研究科准教授）

せんだいメディアテーク 7 階会議室

7月30日(金) 
18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学

http://www.cneas.tohoku.ac.jp/hplas/event_006_ny.html

場　所

主催者

URL

問合先

第 19 回母乳育児シンポジウム
「慈しむ、母と子のきずな」

講　師　西森　克彦（東北大学大学院農学研究科教授）他

仙台国際センター　大ホール

 8月  1日(日)
13:15

▲

16:00

Tel 022-227-2215日本母乳の会

http://www.bonyuweb.com/sympo/19_info.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

8
AUG

9
SEP

※登場者（講師、演者、担当者）については敬称略

『仙台・江戸学』第 4 期　「仙台と黄檗を繋
ぐもの―4 代綱村以降の伊達家の菩提寺―」
講　師　尾暮　まゆみ（福島美術館学芸員）

大崎八幡宮　祭儀棟 100 名

 8月  4日(水)
13:30

▲

15:00

Tel 022-234-3606『国宝大崎八幡宮　仙台・江戸学』実行委員会

http://www.okos.co.jp/oosaki/edogaku/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

ひらめき☆ときめき サイエンス「ことばと心のサイエン
ス 〜コミュニケーション心理学入門〜」　[ 小学生コース ]
講　師　邑本　俊亮（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

東北大学　川内北キャンパス 小学校 5・6 年生 30 名

8月18日(水) 
10:00

▲

16:30

Tel 022-795-5813東北大学、日本学術振興会

http://www.jsps.go.jp/hirameki/ht22000/ht22011.pdf

場　所

主催者 問合先

ひらめき☆ときめき サイエンス「ことばと心のサイエン
ス 〜コミュニケーション心理学入門〜」　[ 高校生コース ]
講　師　邑本　俊亮（東北大学大学院情報科学研究科准教授）

東北大学　川内北キャンパス 高校生 20 名

8月19日(木) 
10:00

▲

16:30

Tel 022-795-5813東北大学、日本学術振興会

http://www.jsps.go.jp/hirameki/ht22000/ht22011.pdf

場　所

主催者

URL

問合先

東北大学サイエンスカフェ　第 62 回 ：形を
覚える不思議な金属〜形状記憶合金の世界〜
講　師　貝沼　亮介（東北大学大学院工学研究科教授）

せんだいメディアテーク 1 階オープンスクエア

8月20日(金)
18:00

▲

19:45

Tel 022-217-4977東北大学

http://cafe.tohoku.ac.jp/event/no62/index.html

場　所

主催者

URL

問合先

ジェンダー論講座オプション企画
「江戸時代の女性の旅日記を読む」

講　師　菊池　慶子（東北学院大学文学部歴史学科教授）

エル・パーク仙台

8月25日(水)
13:30

▲

15:30

Tel 022-268-8044財団法人せんだい男女共同参画財団

https://ssl.sendai-l.jp/cgi-local/index3.cgi

場　所

主催者

URL

みやぎ県民大学「ながれ」（全 5 回）

講　師　大林　茂（東北大学流体科学研究所教授）他

東北大学流体科学研究所 18歳以上の県民50名

8月27日(金)〜
18:00

▲

20:00

Tel 022-217-5302宮城県教育委員会

募集期間：7/26（月）〜 8/20（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

「洞穴遺跡の考古学」記念講演会　「洞穴遺跡を掘っ
てわかったこと―千葉・安房の海食洞穴を掘る―」
講　師　岡本　東三（千葉大学文学部教授）

太白区中央市民センター　大会議室 中学生以上 100 名

8月28日(土) 
14:00

▲

16:00

Tel 022-246-9153地底の森ミュージアム

http://www.city.sendai.jp/kyouiku/chiteinomori/

場　所

主催者

URL

問合先

定　員

みやぎ県民大学「誠真短大開放講座
〜うるおいある生活を求めて」（全 6 回）
講　師　高橋　和吉（宮城誠真短期大学講師）他

宮城誠真短期大学　101 室・教室図工室 18歳以上の県民50名

9月 1日（水）〜
13:30

▲

15:30

Tel 0229-23-3220宮城県教育委員会

募集期間：7/9（金）〜 8/24（火）

場　所

主催者

備　考

問合先

みやぎ県民大学「宮城県美術館コレク
ション散歩 ２」（全 4 回）
講　師　宮城県美術館職員

宮城県美術館 18歳以上の県民60名

9月 4日(土)〜
13:00

▲

15:00

Tel 022-221-2111宮城県教育委員会

募集期間：7/24（土）〜 8/28（土）

場　所

主催者 問合先

みやぎ県民大学
「食品関連のトピックス紹介」（全 5 回）

講　師　國分　牧衛（東北大学大学院農学研究科教授）他

東北大学農学部第１講義室 18歳以上の県民70名程度

8月25日(水)〜
13:30

▲

15:30

Tel 022-717-8609宮城県教育委員会

募集期間：〜 8/6（金）

場　所

主催者

備　考

問合先

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

定　員

問合先

URL

Tel 022-214-3414

定　員

備　考

定　員

定　員

定　員

URL

「学び」イベントに行ってきました

「市民の声」を交流しましょう。
「参加体験記」募集中！「参加体験記」募集中！参加体験記

「学びイベント」の参加体験記を募集しております。
◎投稿先「まなびのめ」編集部　Webからも応募できます。
◎採用させていただいた方に粗品を進呈いたします。

　木戸先生の警察庁→防衛庁→科警研→現職と経歴をお聞きし、講習へ
の期待感が一氣に高まりました。
　ハの字型の声帯を振動させ発声した音源が、音声として聴覚に伝わる
仕組みを理解しました。音声を波形で表現、更に 3 次元表示で声紋を
分析する作業は、捜査の様子を見ているかのようにリアルでした。
　人間が音として知覚できる周波数と強さを可聴範囲と言い、若年層に
不快なモスキート音で代表される年齢での違いを実際に体験！参加者は
高校生〜ご年配の方まで幅広く、お隣同士でその差に驚きました。
　声紋鑑定では録音されている事が必要ですが、目撃者ならぬ耳撃者の
証言を基に再現する音声モンタージュが期待されています。しかし耳撃
者の語彙力や知識によって差が生じ、捜査の助けにもなりますが、最終
的に人間が判断するので冤罪の可能性は無くならないようです。
　声年齢の研究では、実年齢と声年齢に差があり、テンポ良く・張りが
あり・声をキープしつつ・抑揚を付けると声のイメージは若いようです。

（仙台市若林区・女性　太陽）

＜オープンカレッジ＞

　■『法科学における音声・聴覚の基礎知識』
　講師　東北工業大学　情報通信工学科　木戸　　博　氏

2010 年 4 月 23 日（金）18:30 ～ 20:00　東北工業大学一番町ロビー　4 階ホール

参加体験記

の色使い

襲色目（かさねのいろめ）
袷仕立て（あわせしたて）された衣服の表地と裏地の配色で
平安貴族の雅な色。
四季折々の変化をその様相の比喩表現によって色彩として
感じ取ってきた日本人が作り上げてきた配色法です。
第9号：「破菖蒲（はしょうぶ）」（hasyo-bu）

　「『ヨブ記』を読む」に参加してきました。『ヨブ記』についてはまっ
たく知らなかったので少し不安だったのですが、資料を用意してくだ
さっていたので分かりやすく、楽しく会に参加することができました。
この会で『ヨブ記』の内容に触れ、聖書に対する興味が高まりました。
もともと旧約聖書を読んでみたいとは思っていたのですが、どの本を読
めばよいのか分からず迷っていたところでした。会の中で本を書いてい
る人を紹介していただけたので、さっそく読んでみたいと思っています。 
　聖書は本を書いている人によって解釈が違うと聞き、すこし驚きまし
た。聖書はどれも同じなのかなと思っていたので、本を選ぶときは氣を
つけたいと思います。 
　このような会に参加するのは初めてだったのですが、思っていたより
も氣軽に参加でき、楽しかったです。また機会があったら参加してみた
いです。　　　　　　　 　　　　　　　　　　　（岩沼市・女性　美穂）

＜第 29 回キリスト教文化講座＞

　■「『ヨブ記』を読む」
　　　講師　東北学院大学文学部　教授　佐々木　勝彦　氏

2010 年 5 月 22 日（土）東北学院大学　土樋キャンパス 8 号館 3 階　第 2 会議室

第1回

問合先

定　員


